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エコ住宅、省エネ住宅

設計で決まる住宅の空気環境

省エネ住宅に求められるもの

・環境保護
・気密性
・断熱性（工法（内断熱工法、外断熱工法）、断熱

材、断熱サッシ（二重サッシ、Low-Eガラス）
・自然エネルギの利用（太陽光・熱、風力…）
・排熱利用（熱交換型換気装置…）

・次世代省エネ住宅

設計で決まる住宅の空気環境

環境保護

（CO2の排出削減、地球温暖化）・・・省エネ住宅
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気密性
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断熱性
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次世代省エネ住宅のメリット
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快適性、省エネルギー性
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健康性、耐久性

設計で決まる住宅の空気環境

断熱性能を数値的に表したもの
値が小さい：断熱性能が高い
値が大きい：断熱性能が低い

○断熱性能を住宅全体で判断で
きる
○熱貫流率や熱抵抗値では判断
できない
○各部位の断熱性能のバランス
を把握することができる

熱損失係数(Q値)

引用文献
1)コーナー札幌株式会社 「熱損失係数(Q値)」
＜http://www.konasapporo.co.jp/Heating/HeatLoss/HeatLoss.htm>（アクセス：2009年8月7日）
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環境対応住宅の一覧

引用文献
2)どう選ぶ？エコ住宅設備、日経アーキテクチュア、No.903、pp.56-57、2009年6月
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室内空気環境
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空気汚染の健康影響
自覚しやすい症状

自覚しにくい症状

短
期
的
症
状

長
期
的
症
状

頭痛、目のチカチカ、目の痛
み、吐き気、息苦しい、鼻炎、
めまい、呼吸器系の症状、蕁
麻疹、慢性疲労、肩こり、腰
痛、下痢、皮膚炎、子供のア
トピー

集中力がない、計算間違いが
多くなる、物忘れが多くなる、
丌安が強くなる、視野が暗く
なる、多汗、丌眠、悪夢、疲
労、情緒丌安定

ぜんそく、花粉症、口内炎、
慢性疲労、老化現象(白髪や抜
け毛)、自律神経異常、視野狭
窄、鬱症

思考力の低下、判断力の低下、
無気力、意思が弱くなる、関
節炎、自己免疫疾患、丌定愁
訴、リューマチ、奇形児ガン、
流産、精子の減少、丌妊

引用文献

3)吉田真理子、吉野 博：シックハウスにおける化学物質・微生物汚染と居住者の健康状態に関する長
期追跡調査、平成19年度修士学位論文、p.12、2008年1月
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シックハウスの原因
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室内で問題となる汚染物質

●化学物質
・アルデヒド類
・ＶＯＣ（揮発性有機化合物）
・NOx
・オゾン

●タバコ煙
●微生物、生物粒子

・カビ
・ダニ
・ウイルス
・花粉
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室内における化学物質とその主な発生源(建材)

引用文献

3)吉田真理子、吉野 博：シックハウスにおける化学物質・微生物汚染と居住者の健康状態に関する長
期追跡調査、平成19年度修士学位論文、p.28、2008年1月
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室内における化学物質とその主な発生源

(家具・調度品・その他)

引用文献

3)吉田真理子、吉野 博：シックハウスにおける化学物質・微生物汚染と居住者の健康状態に関する長
期追跡調査、平成19年度修士学位論文、p.28、2008年1月
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ホルムアルデヒド放散量の等級と表示方法

引用文献

3)吉田真理子、吉野 博：シックハウスにおける化学物質・微生物汚染と居住者の健康状態に関する長
期追跡調査、平成19年度修士学位論文、p.29、2008年1月
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室内における化学物質の発生
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実験の様子(塗料)

試験片の作製 試験片の設置 換気量の調整

捕集管の接続

１ 2 3

4

捕集開始

5
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製品別のホルムアルデヒド発生量
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室内空気汚染対策製品の
化学物質除去性能
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対策品 接触型

蒸散型

噴霧型

ろ過・回収型

薫蒸型

排出型

封止系建材

吸着建材

製
品
系

建
築
系

室内空気汚染対策製品の分類
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設計段階での
室内空気環境予測
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Japanese tile roofing

tile batter 35×25

asufaruto-feeling

batten 15

Rafter 45×60 @455

Eaves gutter

Vinyl chloride

φ 105

Eaves height

Cant strip 15×24×105

Fascia board

Fascia board

Roof board  12

Drip cap

External wall:
Motar finish
on metal lathing,
Spray tile finish

2nd floor height

Aluminum sash

1st floor height

Sill  120×120

Anchor bolt
footing

filling  50

Floor post

Living room

＊Solid natural wood (Cedar)

Plywood  15

Joist 45×60 @303

Sleeper 90×90 @910

Bridging batten of floor post
15×90

Glass wool  50

Plaster board backing  12

＊Diatomite wall

Well

Carrying rod of ceiling, log, top end, 75

Strap, 40×45, @910

Heat insulating material, glass wool, 50

Furring strip, 45×40, @450

Plaster board backing  12

＊Diatomite wall

Clamp, 90

Tie beam, pine log, top end, 180

Strap bolt, BH-φ 13

Strap bolt, 90×90

Furlin, 105×105, @910

Mortal, 15

Eaves ceiling

Mortal finish on metal lathing

Spray tile finish

Corner bead, 50×40

1階床高
Z1

Z0

Y0

Z2
2階床高

Z3

4.5

10

軒高

盛土 50

( H C H O キャッチャー剤入り )

※杉無垢材 ( U V塗料 )厚 1 5

※杉無垢材  厚 8

※珪藻土壁

リビング

吹抜け

4
5
0

1
5
0

1
5
0

1
2
0

5
6
0

3
0

250

50 150

2
7
0

1
2
0

550

50 450

50

50

1
,
8
0
0

2
,
8
4
0

6
,
0
0
0

5
,
0
9
0

5
2
5

5
5
0

2
,
6
0
0

1
,
5
6
0

600 910

1
3
5

3
5
0

5
0

3
0
0

1
0
0

5
1
0

2
1
0

1
0
0

Japanese tile roofing

tile batter 35×25

asufaruto-feeling

batten 15

Rafter 45×60 @455

Eaves gutter

Vinyl chloride

φ 105

Eaves height

Cant strip 15×24×105

Fascia board

Fascia board

Roof board  12

Drip cap

External wall:
Motar finish
on metal lathing,
Spray tile finish

2nd floor height

Aluminum sash

1st floor height

Sill  120×120

Anchor bolt
footing

filling  50

Floor post

Living room

＊Solid natural wood (Cedar)

Plywood  15

Joist 45×60 @303

Sleeper 90×90 @910

Bridging batten of floor post
15×90

Glass wool  50

Plaster board backing  12

＊Diatomite wall

Well

Carrying rod of ceiling, log, top end, 75

Strap, 40×45, @910

Heat insulating material, glass wool, 50

Furring strip, 45×40, @450

Plaster board backing  12

＊Diatomite wall

Clamp, 90

Tie beam, pine log, top end, 180

Strap bolt, BH-φ 13

Strap bolt, 90×90

Furlin, 105×105, @910

Mortal, 15

Eaves ceiling

Mortal finish on metal lathing

Spray tile finish

Corner bead, 50×40

＊Asterisks indicate countermeasure products against indoor air pollution
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オーディオラック(ホルムアルデヒド) 286 上段:パーティクルボード(F☆☆☆☆)
オーディオラック(VOC) 1158 合板(F☆☆☆☆)、下段:MDF(F☆☆☆)、集成材

システムキッチン(ホルムアルデヒド) 236
フロアユニット:メラミン樹脂、パーティクルボード、合板、
PET系シート、人工大理石、(不飽和ポリエステル)

システムキッチン(VOC) 2083
アッパーユニット:メラミン樹脂、パーティクルボード、合

板、PET系シート
天井材(ホルムアルデヒド) 145

天井材(VOC) 875
壁装材(ホルムアルデヒド) 0

壁装材(VOC) 63
フローリング材(ホルムアルデヒド) 145

フローリング材(VOC) 875
Total/ホルムアルデヒド 813

Total/VOC 5054

持ち込み家具/使用建材 主要発生源

合板(F☆☆)、UV塗料

ビニルクロス(F☆☆☆☆)、接着剤(澱粉系)(F☆☆☆
☆)、石膏ボード

APE塗装(F☆☆☆☆)、珪酸カルシューム板、LGS下地

発生量
M[μ g/h]

室内空気環境を重視した使用建材

オーディオラック(ホルムアルデヒド) 286 上段:パーティクルボード(F☆☆☆☆)
オーディオラック(VOC) 1158 合板(F☆☆☆☆)、下段:MDF(F☆☆☆)、集成材

システムキッチン(ホルムアルデヒド) 236
フロアユニット:メラミン樹脂、パーティクルボード、合板、
PET系シート、人工大理石、(不飽和ポリエステル)

システムキッチン(VOC) 2083
アッパーユニット:メラミン樹脂、パーティクルボード、合

板、PET系シート
天井材(ホルムアルデヒド) 169

天井材(VOC) 850
壁装材(ホルムアルデヒド) 181

壁装材(VOC) 577
フローリング材(ホルムアルデヒド) 2100

フローリング材(VOC) 4700
Total/ホルムアルデヒド 2972

Total/VOC 9368

持ち込み家具/使用建材 主要発生源

合板(F☆☆)、UV塗料

ビニルクロス(F☆☆☆☆)、接着剤(澱粉系)(F☆☆☆
☆)、石膏ボード

APE塗装(F☆☆☆☆)、珪酸カルシューム板、LGS下地

発生量
M[μ g/h]

通常の使用建材

健康的な室内空気環境
を重視した住宅設計
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汚染対策品による
ホルムアルデヒド除去効果（LDK室）

0

20

40

60

80

100

48 52 56 60 64 68 72 76 80 84 88 92 96 100

Time[h]

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度
[p

pb
]

対策前
対策後

Air Cleaner ON

97[%]減

77.6[ppb]

21.2[ppb]

73[%]減

2.2[ppb]
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温度：28±1[℃] 相対湿度：50±5[%]
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汚染対策品による
VOC除去効果（LDK）
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97.0[μ g/m3]
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吉野らは東北地方の14軒(宮城7軒、
秋田7軒)の住宅において、化学物質濃度
と浮遊真菌濃度を含めた総合的な室内環
境調査を行っている。

引用文献
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宮城県における住宅の空気環境の特性

設計で決まる住宅の空気環境

化学物質汚染

○化学物質濃度の平均値は宮城県7軒と秋田7軒で大きな差はなかった。

○一部住宅で、厚生労働省指針値を超過する高濃度の化学物質が見られ
た。

○住宅の建材からの発生というよりは、居住者の持ち込み家具や普段使
用している掃除薬品などからの発生が疑われた。

○宮城7軒のうち、かなり高濃度のα-ピネンが比較的地区年数の若い2
軒で検出された。

⇒建築基準法改正、室内濃度指針値策定後、自然建材の使用が増加する
傾向にあるというが、その影響ではないかと考えられる。

○秋田7軒のうち、床に使用されているワックスが床暖房の使用により
発生したと考えられる事例があった。
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設計で決まる住宅の空気環境

設計で決まる住宅の空気環境

浮遊真菌汚染

○浮遊真菌濃度は全体的に宮城7軒のほうが高かったが、秋田7軒と調
査時期が異なることを考慮しなければならない。

○宮城7軒のうち、突出して浮遊真菌濃度が高い住宅は1軒あった。

○調査時期が夏季であったことの影響も考えられるが、SHS発症者が居
住しているため、室内での化学物質使用を控えていること、集合住宅で
機密性が高いことなどさまざまな要因が考えられるが明確な原因は丌明
である。

○秋田7軒の中でも、1軒の住宅の子供の進出が突出して浮遊真菌濃度
が高い値が見られた。

○子供部屋では、3人の子供が就寝しており、湿度が高くなりやすかっ
たことと、掃除頻度が週に２～３回と低めでありことが影響していると
考えられる。
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設計で決まる住宅の空気環境

化学物質濃度と浮遊真菌濃度の関係

○調査件数が少ないため、今後もう少し傾向を見ていく必要
があるが、化学物質濃度と浮遊真菌数の間に明確な関係は見
られなかった。

○夏季～冬季にかけて調査を行った秋田7軒では、若干では
あるが化学物質濃度が増加すると、浮遊真菌濃度が減少する
傾向が見られたので、調査時期に注意が必要である。
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まとめ

室内における化学物質の発生

○室内の化学物質発生源は多岐に亘る。

○建材・施工剤のみならず、居住者により室内に持ち
込まれた物品(家具、殺虫剤など)にも注意が必要である。

室内空気汚染対策製品の化学物質除去性能

○各種室内空気汚染対策製品が開発されており、これ
らを利用することにより、ある一定の化学物質除去効
果が期待できる。

○特に空気清浄機の化学物質除去性能は日々向上して
おり、シックハウス対策として有効である。

設計で決まる住宅の空気環境

まとめ

宮城県における住宅の空気環境の特性

○床に使用されているワックスが床断熱の使用により
発生したと考えられる事例があった。

○室内の濃度が外気の影響を大きく受ける夏季に調査
をした宮城７軒については、化学物質濃度が高濃度に
なるほど浮遊真菌濃度が減少する傾向が見られた。

エコ住宅、省エネ住宅

ハウスメーカーの取り組みは必ずしも一様ではなく、各
社とも独自色のあるエコ住宅を企画・開発している2)。
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